




母子保健活動については多様な観点からのアプローチが必要である。 

本研究班は、1)市町村母子保健活動の効率化に関する研究、2)小児慢性特定疾患児の在宅

ケアに関する研究、3)乳幼児健診で発見した腎疾患児のフォローアップに関する研究、4)

在留邦人の母子保健に対する需要実態に関する研究、5)妊娠・出産・育児に関する情報の

需要に関する研究、6)母子保健サービスの新しい需要に関する研究:小児有病児ケアに関す

る研究、7)市町村における母子保健事業の実施状況と実施体制の分析の7グループより成

り、それぞれ以下のような成果を挙げた。 


